
『

�人
形
』
の
検
討
Ⅴ

猪
熊
雄
治

前
稿

（
１
）で
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
十
五
年
前
半
ま
で
の
『

�人
形
』
を
対
象
に
、
こ
の

時
期
編
集
を
担
当
し
て
い
た
加
藤
憲
治
の
詩
観
が
反
映
さ
れ
た
誌
面
構
成
が
展
開
さ
れ

る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
詩
壇
動
向
を
様
々
な
視
点
か
ら
論
じ
る
詩
誌
と
し
て
の
性
格

も
強
化
さ
れ
て
い
く
経
路
を
確
認
し
た
。
そ
の
続
稿
と
な
る
小
論
で
は
、
編
集
担
当
が

加
藤
か
ら
大
島
博
光
に
交
代
し
た
十
五
年
五
月
号
頃
か
ら
十
六
年
十
二
月
号
の
頃
ま
で

の
誌
面
に
視
線
を
向
け
、『

�人
形
』
の
動
向
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

Ⅰ

十
五
年
五
月
号
か
ら
の
大
島
の
編
集
担
当
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
「
編
輯
後
記
」
で

そ
の
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
十
三
年
以
降
出
身
地
の
長
野
で
療
養
生
活
を
送
っ
て
い

た
大
島
が
、
詩
人
懇
話
会
主
催
の
「
日
本
詩
の
夕
」
出
席
の
た
め
に
上
京
し
、
そ
の
後

恩
師
吉
江
喬
松
の
死
去
や
、
西
條
八
十
の
長
女
嫩
子
の
婚
礼
も
あ
り
、
帰
郷
を
延
期
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
多
忙
な
加
藤
と
の
交
代
を
西
條
か
ら
要
請
さ
れ
た
と
さ
れ
、
大
島
は

急
遽
加
藤
か
ら
編
集
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
慌
た
だ
し

い
交
代
の
事
情
説
明
と
と
も
に
大
島
の
不
安
や
戸
惑
い
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
半

部
分
に
は
大
島
が
想
定
す
る
『

�人
形
』
の
方
向
も
提
示
さ
れ
、
『

�人
形
』
の
「
公

器
的
詩
誌
」
性
の
強
化
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
具
体
例
と
し
て
「
と
く

に
隠
れ
て
ゐ
る
優
れ
た
詩
才
を
発
見
す
る
こ
と
を
本
誌
の
使
命
と
も
し
た
い
。
」
と
の

意
向
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
急
な
交
代
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
島
は
編
集
へ
の
意

欲
的
な
姿
勢
も
示
し
て
い
た
。

大
島
が
語
っ
た
「
優
れ
た
詩
才
」
の
「
発
見
」
は
、
自
己
の
周
辺
に
い
た
詩
人
の
起

用
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。
五
月
号
の
菱
山
修
三
、
奈
切
哲
夫
を
始
め
に
、
六
月

号
に
は
高
橋
玄
一
郎
、
壺
井
繁
治
、
山
田
岩
三
郎
、
松
本
隆
晴
、
野
田
宇
太
郎
の
初
掲

載
が
あ
る
よ
う
に
、
大
島
の
編
集
す
る
『

�人
形
』
に
は
初
め
て
寄
稿
す
る
詩
人
が
相

次
い
で
出
現
し
て
い
く
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
菱
山
、
壺
井
の
よ
う
な
中
堅
詩
人
と

と
も
に
、
大
島
が
接
触
し
て
い
た
新
進
の
詩
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
例
え
ば
十
五

年
の
誌
面
で
七
月
号
以
降
に
初
寄
稿
し
た
主
な
詩
人
等
を
見
れ
ば
、
中
野
秀
人
、
石
井

健
次
郎
、
田
中

敏
子
、

竜
野

咲
人
、

東
郷

克
郎
、
小
山
田

輝
彦
、
大
山
定
一
（

七
月
号
）、

大
江
満
雄
、
石
中
象
治
、
吉
田
一
穂
、
平
野
威
馬
雄
、
西
山
克
太
郎
、
泉
潤
三
、
菊
島

常
二
、

殿
岡

辰
雄
、

鮎
川

信
夫
（
八
月
号
）、
山
中

散
生
、

平
田

内
蔵
吉
、

永
瀬

清
子
、

浅
井

俊
吉
、
高
橋

義
孝
（

九
月
号
）、

伊
藤

信
吉
、

曽
根

崎
保
太
郎
（
十
月
号
）、

岡
田

芳
彦
、
上
田

敏
雄
（
十
一
月
号
）、

滝
口

武
士
、

木
下
夕

爾
（
十
二
月
号
）
と
な
る
が
、

そ
の
半
数
以
上
を
新
進
詩
人
が
占
め
、
ほ
と
ん
ど
が
大
島
の
周
辺
に
い
た
詩
人
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
中
に
は
松
本
、
鮎
川
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
に
『

�人
形
』
へ
の
投
稿
作
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品
が
掲
載
さ
れ
、
厳
密
に
い
え
ば
初
掲
載
と
は
い
え
な
い
詩
人
も
含
ま
れ
、
ま
た
泉
、

菊
島
、
鮎
川
の
よ
う
に
初
寄
稿
の
み
で
そ
の
後
の
掲
載
の
な
か
っ
た
者
も
い
る
が
、
こ

の
時
期
新
た
に
誌
面
に
登
場
し
た
新
進
詩
人
の
多
く
は
、
そ
の
後
も
寄
稿
し
、
さ
ら
に

掲
載
を
重
ね
『

�人
形
』
を
支
え
る
執
筆
メ
ン
バ
ー
と
も
な
っ
て
い
く
詩
人
も
見
受
け

ら
れ
る
。

新
進
詩
人
の
詩
面
へ
の
登
場
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
交
友
圏
か
ら
の
起
用
が
考
慮
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
一
つ
が
長
野
在
住
の
詩
人
達
で
あ
り
、
六
月
号
に
登
場
し

た
高
橋
玄
一
郎
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
高
橋
を
発
行
者
に
、
八
月
号
に
初
登
場
す
る
泉

を
編
集
者
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
信
州
詩
人
詞
華
集
』
（
信
州
詩
人
協
会
刊

14
�
2）、

さ
ら
に
高
橋
が
編
集
発
行
人
と
な
っ
た
詩
誌
『
信
州
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
（
信
州
詩
人
協
会

刊

15
�
5

創
刊
号
の
み
で
終
刊
）
に
は
大
島
の
寄
稿
も
あ
り

（
２
）（
３
）、
高
橋
は
大
島
が
注
目

し
て
い
た
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
初
掲
載
と
な
っ
た
「
詩
的
体
系
に
つ
い
て
」
が
載
っ
た

六
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
末
尾
で
、
大
島
は
「
…
高
橋
玄
一
郎
氏
な
ど
も
、
信
州
の
浅

間
温
泉
に
か
く
れ
て
、
し
づ
か
に
詩
人
の
運
命
を
凝
視
し
て
ゐ
る
ひ
と
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
か
う
い
ふ
ひ
と
に
こ
そ
お
ほ
い
に
語
り
歌
つ
て
も
ら
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と

「
隠
れ
て
ゐ
る
優
れ
た
詩
才
」
高
橋
の
紹
介
と
そ
の
後
の
掲
載
へ
の
期
待
を
語
り
、
高

橋
の
寄
稿
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し
た
が
、
こ
の
期
待
通
り
、
十
五
年
の
号
で
は
八
月

号
「
首
都
死
守
」
、
十
一
月
号
「
詩
人
の
出
陣
」
と
掲
載
が
続
け
ら
れ
る
。
公
器
的
詩

誌
へ
の
寄
稿
が
少
な
か
っ
た
高
橋
の
重
な
る
掲
載
に
つ
い
て
は
、
注
目
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
十
二
月
号
の
近
藤
東
「
昭
和
十
五
年
度
詩
壇
の
回
顧
」
で
は
、
「
高
橋
玄
一
郎

氏
は
隠
れ
た
る
、
鋭
角
的
詩
論
家
で
あ
る
が
、
本
誌
が
氏
を
優
遇
し
て
ゐ
る
こ
と
は
正

し
い
。」
と
の
言
及
が
な
さ
れ
、
高
橋
起
用
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
、
泉
以
外
の
長
野
在
住
の
詩
人
で
は
、
七
月
号
初
登
場
の
竜
野
が
主
宰
し
て
い

た
詩
誌
『
星
林
』
（

8
�
9～

15
�
12）

か
ら
竜
野
、
松
本
、
石
井
、
田
中
、
西
山
、
浅

井
の
六
名
が
『

�人
形
』
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
松
本
と
は
特
に
親
し
い
交
流

が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
松
本
柳
星
名
で
の
投
稿
（
十
三
年
五
月
号
「
詩
」
九
月
号

「
小
曲
」
）
を
契
機
に
交
友
を
始
め
、
『
新
領
土
』
へ
の
加
入
や
『
信
州
詩
人
詞
華
集
』

へ
の
寄
稿
も
大
島
が
紹
介
し
た

（
４
）と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
松
本
と
の
交
流
を
含
め
、
西
山

の
発
言

（
５
）に
よ
れ
ば
「
長
野
に
お
っ
た
頃
は
、
我
々
は
彼
に
刺
激
さ
れ
た
。
」
と
回
想
さ
れ

る
よ
う
な
『
星
林
』
同
人
と
の
親
交
が
長
野
で
は
重
ね
ら
れ
、
竜
野
に
つ
い
て
は
「
こ

の
詩
人
は
ほ
の
か
な
韻
律
を
捉
へ
香
り
を
歌
は
う
と
し
、
純
粋
な
詩
の
息
吹
き
を
聴
か

う
と
し
て
ゐ
る
。
」
（
「
詩
壇
時
評
」
『

文
芸

汎
論
』
十
五
年
二
月
号
）
と

他
誌
で
紹
介
も
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
『
星
林
』
同
人
と
の
交
流
と
評
価
か
ら
寄
稿
者
と
し
て
迎
え
入

れ
た
大
島
の

措
置
は

功
を

奏
し
、
『
星
林
』
終
刊
後
、
起
用
さ
れ
た
『
星
林
』
同
人
の

う
ち
、
浅
井
は
そ
の
後
一

�の
み
の
寄
稿
で
終
わ
っ
た
も
の
の
、
他
の
五
名
は
自
作
の

発
表
誌
と
し
て
『

�人
形
』
へ
の
寄
稿
を
続
け
、
特
に
松
本
、
竜
野
、
石
井
の
三
名
は
、

ほ
ぼ
休
刊
時
ま
で
作
品
を
寄
稿
し
続
け
る
よ
う
な
有
力
な
寄
稿
者
と
な
っ
て
い
く
。

今
一
つ
新
進
詩
人
の
起
用
と
し
て
、
大
島
は
自
己
も
所
属
し
松
本
も
加
入
し
て
い
た

『
新
領
土
』
の
同
人
を
想

定
し
て
い
た
。
松
本
を

除
き
、
新
寄
稿
者
の
う

ち
、

奈
切
、

東
郷
、
小
山
田
、
菊
島
、
鮎
川
、
曽
根
崎
、
岡
田
が
『
新
領
土
』
の
同
人
で
あ
り
、
さ

ら
に
『
新
領
土
』
の
終
刊
（

16
�
5）

ま
で
の
間
に
、

今
田

久
（
十
六
年
一
月
号
）、

服

部
伸
六
（
同
二
月
号
）、

志
村

辰
夫
（
同
五
月
号
）
と
『
新
領
土
』
か
ら
『

�人
形
』
の

新
寄
稿
者
が
続
出
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
中
で
は
一
番
早
い
寄
稿
者
で
あ
っ
た
奈
切
の

活
動
が
注
目
さ
れ
る
。
十
五
年
の
号
だ
け
を
見
て
も
、
五
月
号
の
「
生
命
あ
る
種
子
」

に
続
き
、
「

智
慧
と

芸
術
」
（
八
月
号
）、
「

生
け
る

日
々
」
（
十
一
月
号
）、
「
詩
壇
時
評
」

（
十
二
月
号
）
と
掲
載
を
重
ね
、
詩
と
と
も
に
『

�人
形
』
で
は

批
評
面
で

力
を
発

揮
し
、

『

�人
形
』
終
刊
ま
で
の
掲
載
数
で
は
、『
新
領
土
』
か
ら
の
新
寄
稿
者
の
中
で
は
群
を

抜
い
て
多
い
常
連
執
筆
者
と
な
っ
て
い
く
が
、
奈
切
の
起
用
に
も
高
橋
同
様
、
大
島
の
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期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ

前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
、
十
三
年
以
降
『

�人
形
』
の
誌
面
に
も
戦
時
色
が
次
第
に

浸
透
し
、
投
稿
ジ
ャ
ン
ル
に
戦
時
歌
謡
が
新
設
さ
れ
、
民
族
的
意
識
を
強
調
す
る
批
評

も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
詩
論
を

批
判
す
る
論
も
掲
載
さ
れ
、
大
島
も
十
四
年
三
月
号
の
「

�日
本
的

�を
め
ぐ
つ
て
」

で
は
、
「
偏
狭
な
復
古
主
義
に
よ
る

�日
本
的

�な
る
も
の
」
に
対
し
て
、
芭
蕉
を
例

に
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
精
神
と
人
間
意
識
に
深
く
共
同
で
あ
る
や
う
な
世
界
的
な
芸
術
」

を
創
造
す
る
「
ポ
エ
ジ
イ
」
の
価
値
を
主
張
し
、
詩
壇
に
見
ら
れ
る
時
局
色
の
濃
い
論

調
へ
の
疑
問
を
語
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
島
の
姿
勢
を
さ
ら
に
ま
と
め
た
論
と
し

て
、
竜
野
を
紹
介
し
た
「
詩
壇
時
評
」
の
連
載
（
十
五
年
一
月
～
三
月
号
）
が
あ
り
、
こ

こ
で
の
指
摘
が
新
た
な
寄
稿
者
の
起
用
や
『

�人
形
』
編
集
の
方
向
に

�が
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

一
月
号
の
「
詩
壇
時
評
」
で
は
、
ま
ず
詩
壇
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
詩
に
お
け
る
日

本
的
性
格
」
を
テ
ー
マ
に
採
り
上
げ
、
折
戸
彫
夫
「
日
本
文
化
の
特
質
と
詩
の
行
方
一

�

二

�」
（
『
日
本
詩
壇
』
十
四
年
五
月
号
、
七
月
号
）
と
岡
本
彌
太
「
東
洋
詩
雑
考
」
（
『
日
本
詩

壇
』
十
四
年
五
月
号
、
七
月
号
、
九
月
号
）
の
紹
介
を
通
し
て
、
「
日
本
を
も
含
め
て
の
東

洋
の
詩
精
神
」
が
「
近
代
詩
精
神
へ
連
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
、
さ
ら
に

「
洋
の
東
西
を
問
は
ず
、
時
代
の
如
何
を
問
は
ず
、
詩 ポ
エ
ジ
ーと
呼
ば
れ
る
も
の
」
の
中
に

「
存
続
し
て
き
た
人
間
精
神
の

�

人
間
意
識
の
共
通
性
の
存
在
」
を
指
摘
し
て
い
く
。

「

�日
本
的

�を
め
ぐ
つ
て
」
同
様
、
「
詩
に
お
け
る
日
本
的
性
格
」
の
問
題
を
、
詩
壇

に
見
ら
れ
る
「
偏
狭
な
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た

�日
本

�と
い
ふ
排
他
的
限
定
」
（
「

�日

本
的

�を
め
ぐ
つ
て
」
）
か
ら
で
は
な
く
、
詩
の
普
遍
的
価
値
に
そ
の
可
能
性
を
見
出
そ

う
と
す
る
こ
の
視
点
は
、
民
族
主
義
に
傾
斜
し
た
詩
論
へ
の
批
評
と
し
て
、
こ
の
時
期

の
大
島
が
示
し
て
い
た
詩
観
で
も
あ
っ
た
。
翌
十
六
年
九
月
号
「
俳
句
と
詩
と
」
で
も

「
…
俳
句
芸
術
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
お
け
る
人
間
意
識
あ
る
ひ
は
精
神
活
動

の
共
通
性
ま
た
は
共
同
性
を
見
る
…
こ
の
人
間
意
識
の
共
通
性
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が

成
立
す
る
隠
さ
れ
た
第
一
条
件
で
あ
る
。
」
と
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
人

間
意
識
の
共
通
性
」
を
措
定
す
る
姿
勢
が
、
『

�人
形
』
で
奈
切
が
重
ね
て
批
評
を
掲

載
す
る
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
奈
切
も
芸
術
評
価
の
基
準
に
普
遍
性
を
追
求

し
て
い
た
点
で
、
大
島
の
視
点
と
通
底
す
る
発
想
を
示
し
て
い
た
。

『

�人
形
』
で
の

最
初
の
批
評
掲
載
と
な
っ
た
「

智
慧
と
芸
術
」
で
、
奈
切
は
大
島

の
「
ポ
エ
ジ
イ
」
と
重
な
る
よ
う
な

理
念
と
し
て
、
「

智
慧
」
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

「
智

慧
と
芸
術
」
以
前
の
「

智
慧
の

貧
困
（
詩
壇
時
評
）」
（
『
新

領
土
』

15
�
1）

で
提

唱

さ
れ
て
い
た
「
智
慧
」
は
、「

単
に
表
面
を
走
る
だ
け
の
詩
」
に
対
し
て
、「

智
慧
」
が

生
み
出
す
「
自
ら
思
索
し
て
ゐ
る
詩
」
に
詩
の
方
向
を
求
め
た
よ
う
に
、
奈
切
の
批
評

原
理
の
基

軸
と
な
る
も
の
で
、
「

智
慧
と
芸
術
」
は
「
…
人
間
そ
れ

自
体
、
人
間
そ
の

も
の
ゝ
本
質
に
根
を
下
」
ろ
す
「
智
慧
」
の
重
要
性
を
さ
ら
に
主
張
し
た
論
で
も
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
普
遍
的
な
精
神
性
を
求
め
る
姿
勢
が
、
大
島
の
期
待
と
も
な
っ
た
の
か
、

「
智

慧
と
芸
術
」
以

後
、
十
二
月
号
か
ら
翌
十
六
年

八
月
号
ま
で

計
七

回
の
時
評
が
掲

載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
時
評
で
は
「
自
ら
へ
の
強
力
な
闘
ひ
乃
至
思
索
と
、
探
究
」
に

よ
る
「

哲
学
的
深
さ
」
の

獲
得
と
、
「
人

類
を

縦
横
に

貫
い
て

流
れ
て

ゐ
る

地
下

水
」

に
ま
で

達
す
る
「
深
い

智
慧
あ
る
詩
」
の
創
造
を
期
待
（
十
六
年
六
月
号
）
す
る
「

智

慧
と
芸
術
」
の
視
点
か
ら
の
発
言
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
同
時
代
の
「
…
主
張
す
べ
き

思
想
性

乃
至
は
論

理
に
の

み
終

始
し
、

真
の
芸
術
性
を

忘
却
し
た
り

軽
視
し

勝
な
」

（
同
号
）
傾
向
も
あ
わ

せ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「

単
な
る

ス
ロ
ー

ガ
ン
の

韻
文
化
、

単

な
る
指
令
の
散
文
詩
化
、
な
ど
は
、
詩
と
詩
人
と
に
は
何
ら
の
関
係
も
な
い
の
で
あ
る
。」
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（
「
編
輯
者
の
手
帳
」
十
六
年
四
月
号
）
と
い
う
大
島
の
懸
念
と
問
題
意
識
を
共
有
す
る
形

で
、
奈
切
は
「
智
慧
」
に
基
づ
く
批
評
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
島
が
編
集
を
担
当
し
て
以
降
、
海
外
詩
の
記
事
が
拡
充
さ
れ
る
の
も
、
や
は
り

「
人
間
意
識
の
共
通
性
」
を
詩
に
求
め
る
姿
勢
の
現
れ
で
は
な
い
か
。
秋
野
さ
ち
子
に

よ
れ
ば

（
６
）、
大
島
は
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
は
じ
め
外
国
文
学
を
主
流
に
採
り
上
げ
よ
う
と

し
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
…
ラ
ン
ボ
ー
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
、
ア
ラ
ゴ
ン
、

バ
レ
リ
ー
、
リ
ル
ケ
な
ど
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
た
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
確

か
に
詩
面
で
の
海
外
詩
人
の
作
品
紹
介
や
批
評
の
掲
載
は
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
十

五
年
三
月
、
四
月
号
で
は
、
海
外
詩
関
連
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
詩
一

�だ
っ
た
の

に
対
し
、
六
月
号
で
は
、
マ
ラ
ル
メ
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
訳
詞
と
上
田
保
訳
の
オ
ー
デ
ン

「
詩
人
の
本
質
」、
笹
沢
美
明
「
リ
ル
ケ
と
ヴ
ア
リ
イ
」
の
四

�が
、
七
月
号
で
も
ヴ
ェ

ル
レ
ー
ヌ
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
ゲ
オ
ル
グ
の
他
、
大
山
定
一
「
リ
ル
ケ
の
詩
に
つ
い
て
」

の
四

�が
載
る
が
、
オ
ー
デ
ン
の
詩
論
や
リ
ル
ケ
の
作
品
や
批
評
が
連
続
し
て
掲
載
さ

れ
た
よ
う
に
、
掲
載
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
登
場
す
る
海
外
詩
人
の
幅
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
た
。
オ
ー
デ
ン
の
詩
論
掲
載
に
示
さ
れ
た
方
向
は
、
そ
の
後
も
や
は
り
上
田

訳
に
よ
る
エ
リ
オ
ッ
ト
（
八
月
号
）、
Ｅ

�ウ
ィ
ル
ス
ン
（
十
一
月
号
）
と
続
け
ら
れ
た

も
の
の
、
十
五
年
の
号
で
上
田
訳
の
詩
論
掲
載
が
終
わ
る
一
方
、
六
月
号
七
月
号
と
続

く
リ
ル
ケ
関
係
の
掲
載
は
、
八
月
号
の
笹
沢
の
訳
詩
、
十
月
号
の
石
中
象
治
「
リ
ル
ケ

と
カ
ロ
ッ
サ
と
の
出
会
」、
十
一
月
号
の
古
賀
剛
「
詩
人
の
義
務
に
つ
い
て
」、
十
二
月

号
の
大
山
の
詩
訳
と
続
き
、
十
六
年
に
も
高
橋
義
孝
「
ラ
イ
ナ
ー

�マ
リ
ア

�リ
ル
ケ
」

（
四
月
号
）、
石
中
「
ド
イ
ツ
の
象
徴
詩
人
」
（
八
月
号
）
の
よ
う
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
、
石
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
ロ
ッ
サ
の
詩
風
」
（
十
六
年
五
月
号
）、
「
カ
ロ
ッ
サ
に

つ
い
て
」
（
十
五
年
八
月
号
）
も
あ
り
、
『

�人
形
』
で
は
新
寄
稿
者
で
あ
る
大
山
、
石

中
、
高
橋
を
中
心
と
し
て
リ
ル
ケ
、
カ
ロ
ッ
サ
の
紹
介
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え

る
。
リ
ル
ケ
、
カ
ロ
ッ
サ
の
他
に
も
、
ド
イ
ツ
詩
人
で
は
大
島
が
言
及
し
た
通
り
、
十

六
年
に
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
複
数
回
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
以
外
の
フ
ラ
ン
ス
詩
に
つ
い
て
も
、
十
五
年
の
誌
面

で
は
、
翌
年
に
も
継
続
さ
れ
る
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
訳
を
始
め
と
し
て
、
大
島
の
ラ
ン
ボ

ー
、
仏
訳
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や
テ
ィ
ボ
ー
デ
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
詩
論
の
紹
介
が
あ
り
、

十
六
年
も
大
島
訳
の
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
や
ラ
ン
ボ
ー
伝
の
他
に
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
ラ
ン
ボ

ー
の
訳
詩
、
新
庄
嘉
章
訳
に
よ
る
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
評
伝
の
連
載
等
、
フ
ラ
ン
ス
詩
を
中

心
と
す
る
海
外
詩
の
記
事
は
十
五
年
同
様
、
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
高
橋

「
現
代
ド
イ
ツ
の
詩
人
に
つ
い
て
」
（
十
五
年
十
二
月
号
）
を
始
め
、「
ナ
チ
ス
詩
抄
」
（
十

六
年
一
月
号
）
で
の
作
品
紹
介
や
、
阪
本
越
郎
「
ナ
チ
ス
の
詩
人
に
つ
い
て
」
（
同
号
）、

高
橋
「
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

�ゲ
オ
ル
ゲ
」
（
三
月
号
）
の
よ
う
に
、
民
族
主
義

的
な

視
点

か
ら
の
ド
イ
ツ
詩
評
価
も
誌
面
に
は
現
わ
れ
、
こ
う
し
た
傾
向
へ
の
意
識
も
働
い
て
い

た
の
か
、
先
に
引
用
し
た
「
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
韻
文
化
、
単
な
る
指
令
の
散
文
詩

化
、
な
ど
は
、
詩
と
詩
人
と
に
は

何
ら
の
関
係
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
の
主

張
も

提
出

さ
れ
て
い
る
。
「
編
輯
者
の
手
帳
」
で
は
、

芭
蕉
、

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
、
ラ
ン
ボ
ー
、
リ
ル

ケ
、
ゲ
オ
ル
ゲ
、
ヘ
ッ
セ
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
を
例
に
「
ひ
と
び
と
の
こ
こ
ろ
を
豊
か
に

し
、
ひ
と
び
と
の
精
神
に
翼
を
与
へ
、
か
く
て
霊
感
を
与
へ
る
も
の
こ
そ
詩
人
で
あ
る
。」

と
詩
人
の
営
為
が
強
調
さ
れ
た
後
、
結
論
部
分
に
こ
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
大
島

の
詩
観
と
と
も
に
海
外
詩
関
係
の
誌
面
が
増
加
さ
れ
た
背
景
を
語
っ
た
小
文
と
な
っ
て

い
る
。

『
文

芸
汎
論
』
の
「
詩

壇
時
評
」
（
十
五
年
二
月
号
）
で
は
、
「
詩
の
批
評
、
詩
人
論
の

少
な
さ
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
少
な
さ
」
の
問
題
視
も
、
作
品
に
「
存
続
し

て
き
た
人
間
精
神
」
を
見
る
詩
観
か
ら
派
生
さ
れ
た
提
起
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
同
時
代

の
詩

壇
状

況
に
対
す
る
大
島
の

厳
し
い

視
線
を
通
し
て
、
「
詩
の
批
評
、
詩
人
論
」
が
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必
要
と
さ
れ
る
事
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。
大
島
に
よ
れ
ば
「
…
詩
の
価
値
を
発
見
し
生

産
す
る
批
評
も
な
く
、
た
だ
乏
し
い
多
数
の
低
い
評
価
に
」
委
ね
て
い
る
た
め
、
同
時

代
の
詩
人
は
「
悪
し
き
孤
独
の
な
か
で
独
語
の
ご
と
き
地
方
語
」
を
語
る
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
「
人
間
精
神
が
希
薄
と
な
り
、
は
て
は
不
在
」
と
な
る
現
状
を
打
開
す
る
た

め
に
、
「
今
は
不
毛
な
詩
の
表
皮
に
つ
い
て
の
十
の
詩
論
よ
り
は
、
詩
の
肉
体
に
つ
い

て
の
豊
饒
な
一
つ
の
批
評
評
論
が
必
要
な
と
き
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
詩
批
評
が

「
貧
困
を
き
は
め
て
ゐ
る
」
状
況
と
そ
の
弊
害
を
語
り
、
批
評
の
活
性
化
を
期
待
し
た

こ
の
提
起
が
、
奈
切
に
加
え
、
高
橋
や
伊
藤
信
吉
の
起
用
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。先
述
の
通
り
、
高
橋
の
詩
論
掲
載
は
「
詩
的
体
系
に
つ
い
て
」
か
ら
始
ま
る
が
、
こ

の
論
は
「
文
学
の
方
法
で
あ
る
詩
的
定
型
が
歴
史
的
な
形
成
作
用
と
し
て
、
詩
史
的
自

然
的
に
形
成
さ
れ
る
」
「
詩
史
的
法
則
性
」
を
基
軸
に
、
今
後
の
方
向
が
示
唆
さ
れ
る

よ
う
に
、
高
橋
の
詩
史
観
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
詩
論
と
な
っ
て
い
る
。
詩
の
歴
史
的
展

望
は
、
高
橋
が
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
詩
的
体
系
に
つ
い
て
」

以
前
に
は
、
『
リ
ア
ン
』
（

4
�
3～

12
�
6）
で
と
も
に
同
人
で
あ
っ
た
竹
中
久
七
、

藤
田
三
郎
と
の
共
著
で
『
啓
蒙
日
本
詩
史

（
７
）』
（
未
公
刊
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
「
回
想
の
マ

ラ
ル
メ
」
（
『
日
本
詩
壇
』
十
三
年
五
月
号
）、
「
定
型
考
序
説
」
（
『
日
本
詩
壇
』
十
三
年
七
月

号
）
で
も
、
マ
ラ
ル
メ
の
詩
史
的
位
置
や
、
古
代
か
ら
近
代
詩
ま
で
の
「
定
型
構
成
の

方
法
」
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
「
詩
的
体
系
に
つ
い
て
」
は
こ
う
し
た
論
考
の
延
長
上

に
位
置
し
た
論
で
、
続
く
「
詩
人
の
出
陣
」
（
十
一
月
号
）
で
は
詩
史
的
展
望
を
踏
ま
え
、

過
渡
期
に
い
る
詩
人
の
あ
る
べ
き
姿
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
翌
十
六
年
の
号
で
も
、
新

た
な
「
詩
的
定
型
」
の
創
造
を
求
め
た
「
定
型
私
議
」
（
一
月
号
）、
竹
中
の
詩
集
『
中

世
紀

（
８
）』
を
素
材
に
「
詩
的
文
化
」
が
構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
を
確
認
す
る
「
詩
的
文
化
」

（
三
月
号
）
と
、
詩
論
の
掲
載
が
続
き
、
高
橋
の
詩
史
観
か
ら
抽
出
さ
れ
た
詩
の
進
路

が
提
起
さ
れ
て
い
く
。
十
六
年
三
月
に
高
橋
は
『
現
代
日
本
詩
史
』

（
９
）
を
刊
行
し
自
己
の

詩
史
観
を
集
成
す
る
が
、
『

�人
形
』
で
掲
載
さ
れ
た
詩
論
に
は
、
歴
史
的
展
望
と
と

も
に
詩
の
進
路
や
詩
人
の
姿
勢
へ
の
言
及
も
含
ま
れ
、
「
生
産
」
的
な
批
評
を
待
望
し

て
い
た
大
島
の
期
待
に
応
え
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
の
詩
論
掲
載
は
「
詩

的
文
化
」
ま
で
で
、
以
後
は
四
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
他
、
「

梅
雨
の

窓
」
（
七
月

号
）、
「
白
く
暈
ど
り
」
（
八
月
号
）、
「
山
湖
の
禊
」
（
十
二
月
号
）
と
、
日
米
開
戦
直
後
の

治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
の
検
挙
に
よ
り
、
高
橋
の
寄
稿
が
停
止
す
る
ま
で
、
詩
と
エ

ッ
セ
イ
の
掲
載
が
続
い
て
い
た
。

高
橋
同
様
、
大
島
が
編
集
を
担
当
し
た
後
に
、
初
め
て
誌
面
に
登
場
し
た
伊
藤
も
、

掲
載
を
重
ね
た
批
評
家
と
な
っ
て
い
る
。
「
詩
壇
時
評
」
二
月
号
で
は
「
詩
の
肉
体
」

に
「
触
れ
る
」
詩
論
の
好
例
と
し
て
、
伊
藤
の
「
中
原
中
也
論
」
（
『
文
学
界
』
十
四
年

十
二
月
号
）
を
評
価
し
、
さ
ら
に
大
島
が
編
集
を
担
当
し
始
め
た
直
後
に
『
現
代
詩
人

論
』

（

�）
を
刊
行
し
て
い
た
た
め
、
大
島
の
注
目
も
高
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
掲
載
と
な

っ
た
十
五
年
十
月
号
の
「
覚
書
（
現
代
詩
に
就
て
）」
は
、
同
時
代
詩
に
う
か
が
え
る

「
リ
ア
リ
ズ
ム
の

主
張
に
よ
る
『
事

実
』
だ

け
の
展
開
」
、
「
リ
リ

シ
ズ
ム
の

擁
護
を
も

つ
て
す
る
古
典
へ
の
回
帰
」
の
二
傾
向
を
退
け
、
現
代
詩
の
方
向
を
「
意
識
さ
れ
た
リ

ア
リ
ズ
ム
の
犠
牲
に
よ
る
、
新
し
い
抒
情
の
陶
冶
」
に
求
め
た
論
で
、
現
代
詩
の
進
路

に
つ
い
て
の
丁
寧
な
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
十
六
年
の
号
で
は
古
代
歌

謡
を
論
じ
た
「

郷
愁
の
詩

�」
（
三
月
号
）、
「
詩
人
の
生

命
」
を
「

主
観
的

真
実
」
に

求
め
る
「
詩
人
の

運
命
」
（
六
月
号
）、
詩
人
と
言
語
の

問
題
を
取
り
上

げ
た
「
発
想
と

創
造
（
上
）（

下
）」
（
十
一
月
～
十
二
月
号
）
と
寄
稿
が
続
き
、
こ
の
他
に
も
十
五
年
十
二

月
号
と
十
六
年
二
月
号
の
「
新
刊
詩
集
評
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
緑
川
昇
『
稗
子
抄
』
小
感
」、

「
草

野
心

平
詩
集
『

絶
景
』

断
片
」
を
載

せ
、
そ
の
他
十
六
年
四
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
も
あ
る
よ
う
に
、『

�人
形
』
の
詩
批
評
を
支
え
る
寄
稿
者
で
も
あ
っ
た
。
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十
五
年
五
月
号
か
ら
十
六
年
十
二
月
号
ま
で
の
誌
面
で
は
、
詩
論
や
批
評
の
記
事
で

高
橋
、
伊
藤
、
奈
切
以
外
の
新
寄
稿
者
も
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
間
エ

ッ
セ
イ
的
な
も
の
を
含
め
詩
論
等
を
重
ね
て
掲
載
し
た
執
筆
者
と
し
て
、
奈
切
、
高
橋

義
孝
、
石
中
、
高
橋
玄
一
郎
、
伊
藤
の
他
、
日
夏
耿
之
介
、
山
本
和
夫
、
横
山
青
娥
、

春
山
行
夫
、
安
藤
一
郎
、
岡
本
潤
、
佐
藤
一
英
、
長
田
恒
雄
、
永
田
助
太
郎
、
阪
本
越

郎
、
菊
岡
久
利
、
山
田
岩
三
郎
、
古
賀
剛
、
大
江
満
雄
、
平
野
威
馬
雄
、
吉
田
一
穂
、

平
田
内
蔵
吉
、
上
田
敏
雄
、
穴
戸
儀
一
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
山
田
以
下
の

執
筆
者
が
『

�人
形
』
へ
の
新
寄
稿
者
で
あ
り
、
新
た
な
詩
人
の
起
用
か
ら
詩
批
評
の

活
性
化
を
期
待
し
た
大
島
の
姿
勢
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
新
寄
稿
者
の
掲
載
作

に
は
、
大
江
「
詩
の
絶
壁
」
（
十
五
年
八
月
号
）、
上
田
の
「
リ
ア
リ
テ
イ
の
ラ
ン
プ
」

（
十
五
年
十
一
月
号
）
の
よ
う
に
、
自
己
の
詩
学
を
詩
論
風
エ
ッ
セ
イ
で
語
っ
た
作
品
が

見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
山
田
の
「
歴
史
の
過
酷
性
と
詩
人
の
位
置
」
（
十
五
年
十
二
月
号
）

の
よ
う
な
、
同
時
代
の
詩
壇
状
況
を
踏
ま
え
た
批
評
性
の
高
い
詩
論
も
発
表
さ
れ
て
い

る
。
山
田
は
大
島
が
「
詩
壇
時
評
」
を
連
載
す
る
少
し
前
に
『
日
本
詩
壇
』
に
「
詩
壇

時
評
」
を
三
回
連
載
（
十
四
年
九
月
～
十
一
月
号
）
し
、
芸
術
論
的
な
視
点
か
ら
詩
壇
の

動
向
を
概
観
し
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
批
評
姿
勢
へ
の
大
島
の
注
目
が
、

『

�人
形
』
で
の
起
用
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
の
「
批
評
の
確
立
」
（
十
六

年
三
月
号
）
で
も
自
己
の
詩
観
を
踏
ま
え
た
方
向
が
模
索
さ
れ
、
高
橋
、
伊
藤
同
様
、

大
島
が
求
め
て
い
た
単
な
る
「
片
々
た
る
詩
人
攻
撃
や
詩
集
紹
介
」
で
は
な
い
批
評
が

山
田
に
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
十
五
年
五
月
号
か
ら
の
『

�人
形
』
の
誌
面
に
は
、
大

島
が
「
詩
壇
時
評
」
で
提
起
し
た
方
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
海
外
詩
記
事
の

拡
充
や
詩
論
掲
載
に
現
わ
れ
た
こ
の
方
向
を
、
新
し
い
寄
稿
者
を
中
心
に
進
め
て
い
っ

た
こ
と
が
、
十
五
年
五
月
号
以
降
の
『

�人
形
』
に
う
か
が
え
る
傾
向
と
も
な
っ
て
い

た
。
加
え
て
掲
載
さ
れ
る
詩
に
つ
い
て
も
新
寄
稿
者
か
ら
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
巻

頭
に
著
名
な
詩
人
の
作
品
や
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
る
等
の
全
体
的
な
誌
面
構
成
に
変
化
は

な
い
も
の
の
、
巻
頭
以
降
投
稿
欄
ま
で
の
中
間
部
分
に
は
新
寄
稿
者
の
作
品
を
載
せ
る

形
で
、
大
島
は
『

�人
形
』
に
新
し
い
方
向
を
与
え
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

大
島
の

試
み
に
つ
い
て
は
、

村
野
四
郎
の
「
『

�人
形
』
は
大
島

博
光

氏
の

努
力
に
よ

つ
て
そ
の
色
彩
を
単
一
純
化
し
」

（

�）
と
の
評
価
が
得
ら
れ
た
半
面
、
小
林
英
俊
の
回
想
に

「
そ
し
て
大
島

氏
の

編
輯
に
な
つ
て
か
ら

初
心
者
に
は

苦
手
で
あ
つ
た
と

思
ふ
が

グ
ン

と
程
度
が
高
調
さ
れ
純
詩
誌
と
し
て
重
視
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
て
…
」

（

�）
と
あ
る
よ
う
に
、

以
前
か
ら
『

�人
形
』
に
関
係
し
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
、
専
門
性
の
高
い
「
純
詩
誌
」

へ
傾
斜
し
た
と
の
印
象
も
与
え
て
い
た
。
確
か
に
小
林
が
回
想
す
る
よ
う
に
、
大
島
の

「
ポ
エ
ジ
イ
」
重
視
の
詩
観
か
ら
の
編
集
は
、『

�人
形
』
の
投
稿
詩
誌
と
し
て
の
性
格

を
希
薄
に
し
、
専
門
的
な
詩
誌
性
を
強
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
大
島
が
編
集
を
担
当
し
て
い
く
十
五
年
五
月
以
降
は
、
戦
時
色
が
一
層
強
化

さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
、
『

�人
形
』
の
誌
面
構
成
に
も

徐
々
に
時
代
性
が
現
わ
れ
て

い
く
。
十
五
年
の
号
で
は
、
長
田
恒
雄
の
「
新
体

制
と
詩
人
」
（
十
一
月
号
）
の
よ
う
に
、

政
治
情
勢
を
踏
ま
え
た
論
の
掲
載
は
少
な
い
も
の
の
、
十
六
年
の
号
で
は
時
局
を
強
く

意
識
し
た
記
事
が
た
び
た
び
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
四
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
第
一
問
『
新
体
制
に
処
す
る
詩
人
の
覚
悟
』」
が
あ
り
、
丸
山
薫
を
始
め
と
す
る
三
十

名
の
詩
人
が
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。
同
号
に
は
田
村
昌
由
「
現
代
青
年
詩
人
の
動
き
」

も
載
り
、
国
策
に
沿
っ
た
詩
人
団
体
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
が
、
長
田
「
文
化
翼
賛
と

し
て
の
詩
人

団
体
と
そ
の
動
き
」
（

七
月
号
）
で
も
、

団
体
紹
介
と
「
詩
人
の

翼
賛
の

使
命
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
以
後
も

浅
見

勝
治
「
詩
人
と

翼
賛
」
（
九
月
号
）、
長
田
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「
詩
人
と
翼
賛
」
（
十
月
号
）、
山
本
和
夫
「
戦
場
と
詩
人
」
、
蔵
原
伸
二
郎
「
民
族
的
優

越
感
」
（
十
一
月
号
）
と
掲
載
が
続
き
、
浅
見
論
の
よ
う
な
「
…
八
紘
一
宇
の
国
家
目
的

を
翼
賛
す
る
覚
悟
を
持
つ
な
ら
…
」、「
詩
人
の
銃
後
運
動
の
強
化
」
と
い
っ
た
論
調
も

誌
面
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

大
島
が
「
ポ
エ
ジ
イ
」
重
視
の
方
向
を
、
浅
見
の
発
言
に
現
わ
れ
た
時
代
動
向
と
重

ね
る
よ
う
な
形
で
再
三
発
言
す
る
の
も
、
大
島
が
時
代
の
重
圧
を
強
く
意
識
し
て
い
た

た
め
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
十
五
年
八
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
「
…
民
族
の
歌

声
は
連
綿
た
る
二
六
〇
〇
年
に
亙
る
民
族
文
化
の
な
か
か
ら
ひ
び
い
て
く
る
歌
声
で
あ

る
と
同
時
に
、
常
に
若
き
民
族
の
も
つ
若
き
未
来
へ
の
出
発
と
飛
躍
の
歌
声
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
…
新
し
き
日
本
詩
の
将
来
を
約
束
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と

時
局
へ
の
言
及
か
ら
詩
の
方
向
が
語
ら
れ
、
十
六
年
十
一
月
号
「
編
輯
者
の
手
帳
」
で

も
「
…
わ
れ
わ
れ
の
日
本
が
、
か
か
る
建
設
の
闘
ひ
の
偉
大
な
る
旗
手
で
あ
る
こ
と
を
…

自
覚
す
る
と
同
時
に
そ
の
責
任
の
大
き
い
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
今
日
の
偉
大

な
る
瞬
間
を
永
遠
に
残
す
モ
ニ
ユ
マ
ン
タ
ル
な
芸
術
創
造
こ
そ
芸
術
家
の
義
務
で
あ
る
。」

と
い
っ
た
時
勢
を
踏
ま
え
た
詩
人
像
が
述
べ
ら
れ
る
。
十
五
年
五
月
号
の
誌
面
か
ら
試

み
ら
れ
た
「
ポ
エ
ジ
イ
」
重
視
の
方
向
は
、
時
勢
の
圧
迫
の
中
で
模
索
す
る
困
難
さ
も

伴
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

注
（

1）
「『

�人
形
』
の
検
討
Ⅳ
」
（『
学
苑
』
平
成
二
十
五
年
一
月
号
）

（

2）
腰
原
哲
郎
「
高
橋
玄
一
郎
年
譜
」
（『
季
刊
地
域
と
創
造
』
第

9号

1
9
7
9年

5月
）

（

3）
大
島
博
光
記
念
館
Ｈ
Ｐ
「
詩
誌
『
信
州
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
目
次
」
（
h
ttp
://
o
sh
im
a

h
a
k
k
o
u
.b
lo
g
44.fc2.co

m
/
b
lo
g
-en
try
-1961.h

tm
l）

（

4）
松
本
隆
晴
「
思
い
出
の
日
々

懐
か
し
い
人
々
（

5）
」
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
和
五

十
一
年
一
月
二
十
一
日
）

松
本
隆
晴
「
暗
い
季
節
の
思
い
出
」
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
五

日
『
暦
象
』

83集
昭
和
五
十
一
年
十
二
月

�柳
沢
さ
つ
き
）

（

5）
西
山
克
太
郎

�森
山
仲
治

�岡
沢
光
忠
「
北
信
詩

壇
を
語
る

�北
信
地
方
詩

史
一

覧

�」
（
か
お
す
の
会
編
『
信
州
詩
壇
回
顧
』

1
9
6
3年

1月

�かお
す
の
会

�）

（

6）
秋

野
さ

ち
子

�新
川
和

江
「

対
談
『

�人
形
』
の

頃
」
（
『
文
学
館
』

4号

1
9
8
4

年

4月
）

（

7）
高
橋
玄
一
郎

�竹
中

久
七

�藤
田
三
郎
『

啓
蒙
日
本
詩

史
』
（
昭
和
十
三
年

七
月

リ

ア
ン
社
）

（

8）
竹
中
久
七
『
中
世
紀
』
（
昭
和
二
年
十
二
月
詩
之
家
出
版
部
）

（

9）
高
橋
玄
一
郎
『
現
代
日
本
詩
史
』
（
昭
和
十
六
年
二
月
山
雅
房
）

（

10）
伊
藤
信
吉
『
現
代
詩
人
論
』
（
昭
和
十
五
年
七
月

河
出
書
房
）

（

11）
村

野
四
郎
「

悲
壮
な
る

決
算

�昭
和
十
六
年

度
詩
集
詩
誌
に
つ
い
て

�」
（
『
文
芸

汎
論
』

昭
和
十
六
年
十
二
月
号
）

（

12）
小
林
英
俊
「

�人
形
の
回
想
」
（『

�人
形
』
昭
和
二
十
一
年
六
月
号
）

資
料
調
査
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
大
島
博
光
記
念
館
、
大
島
博

光
記
念
館
館
長
大
島
朋
光
氏
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
を

頂
い
た
。
ま
た
『
現
代
詩

1920

�1944
�モ

ダ
ニ

ズ
ム
詩
誌

作
品

要
覧

�』
（
和

田
博
文

監
修

二
〇
〇
六
年

十
月

日
外

ア
ソ

シ
エ

ー
ツ
）
並
び
に
『
現
代
詩
誌

総
覧

⑤

�都
市
モ

ダ
ニ

ズ
ム
の
光
と

影
Ⅰ
』
（
現

代
詩
誌

総
覧

編
集

委
員

会
編

一
九

九
八
年
一
月

同
右
）、
『
現
代
詩
誌

総
覧

⑥

�都
市
モ

ダ
ニ

ズ

ム
の
光
と

影
Ⅱ
』
（
現
代
詩
誌

総
覧

編
集

委
員

会
編

一
九

九
八
年

七
月

同
右
）、
『
現
代
詩
誌

総

覧
⑦

�十
五
年
戦

争
下
の
詩
学
』
（
現
代
詩
誌

総
覧

編
集

委
員

会
編

一
九

九
八
年
十
二
月

同
右
）

を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
い
の
く
ま

ゆ
う
じ

日
本
語
日
本
文
学
科
）
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